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ヤ

マ
ト
と
沖
縄

の
は
ざ
ま

で

ー

山
之
口
摸
と
沖
縄
②
ー

松

下

博

文

I

本
稿

の
目
的

故
郷
沖
縄
を
山
之

口
躾
は
如
何

に
見

て
い
た
の
か
、

ま
た
沖
縄
か
ら
如
何

に

見
ら
れ

て
い
た

の
か
、

こ
う
し
た
問
題

に

つ
い
て
、
実
作

に
即
し
た
詳

し
い
解

読
作
業

は
従
来
意
外
と
な
さ
れ

て
い
な

い
よ
う
だ
。

よ

っ
て
こ
こ
で
は
、

日
本

へ
の
復
帰
運
動
が
あ
た
ら
し
い
段
階
を
迎

え
た

一

九
五
五
年
前
後
と
三
十
四
年
ぶ
り
に
帰
郷
す
る
同

五
八
年

の
二

つ
の
時
期

に
お

よ
そ
の
焦
点
を
絞
り
、
そ

の
内
実

に
迫

っ
て
見
よ
う
と
思

う
。

こ
の
両
時
期
を

考
察

の
対
象

に
選
ん
だ
最
大

の
理
由

は
躾

に
お
け
る
ヤ

マ
ト
の
問
題
、

ま
た

は

沖
…縄
の
問
題
、
あ
る

い
は

ヤ

マ
ト
と
沖
縄

の
は
ざ
ま
で
ゆ
ら
い
で
い
る
躾

の
姿

が

お
そ
ら
く

こ
の
時
期

に
も

っ
と

も
鮮

明

に
現

れ

て
い
る

の
で
は
な

い
か
と

思

っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

あ
る

い
は
ま
た
、

こ
う
し
た
問
題

が
お
よ
そ
詩
人
山
之

口
額
を
論
じ

る
場
合

の
大
き
な
ネ

ッ
ク
に
な
る

の
で
は
な

い
か
と
考

え

て
い
る
か
ら
で
も
あ

る
。
た

だ
、
展
開
上
、
三
○
年

代
に
書

か
れ
た

「会
話
」
も
考
察

の
対
象

に
入
れ
る

こ

こ
に
し
た
。

H

「沖
縄
問
題
解
決
国
民
総
決
起
大
会
」
の
は
ざ
ま
で

五
○
年
代
中
期

の
世

界

の
情
勢

は
と
く

に
軍
事
基
地

の
問
題

で
緊
迫
し

て
い

た
。
た
と
え
ば
、
英
米

の
基
地

を
保
持

し
て
い
た

フ
ィ
リ
ピ

ン
、

セ
イ

ロ
ン
、

キ
プ

ロ
ス
、

ア
イ

ス
ラ
ン
ド

で
は
軍

用
地
問
題

や
民
族
問
題
等

で
内
外
が
動
揺

し

て
い
た
。
沖
縄
も
ま
た
そ
う
し
た
渦
中

の
ロ
ハ中

に
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
中
、

五
六
年
七
月
四
日
、

ア
メ
リ
カ
の
独
立
記
念

日
に
あ
わ

せ
て
東
京

の
日
比
谷
新

音
楽
堂

で

「
沖
縄
問
題
解
決

国
民
総
決
起
大
会
」
が
開
か
れ

た
。

大
会

の
主
目
的
は
米

国
か
ら
の
施
政
権

の
返
還
、
土
地

四
原
則

の
貫
徹
、
あ

る

い
は
前
月
六
月

に
発
表
さ
れ
た
プ
ラ
イ

ス
勧
告

へ
の
反
対
等
を
党
派
を

こ
え

て
日
本
政
府

に

つ
よ
く
要
請

す
る
こ
と
に
あ

っ
た
が
、

こ
こ
に
は
沖
縄
か
ら
沖

縄
民
主
党
幹
事
長
新
里
全
福
、
社
会
大
衆
党
委
員
長
安
里
積
千
代
、
無
所
属
議

員
代
表
知
念
朝
功
、
真
和
志
市
長
翁
長
助
静
ら

四
人

の
代
表
が
参
加
し
、
他

に
、

大
会

の
た
め
と
く

に
、
沖
縄
青
年
連
合
会
事
務
局
長
仲
宗
根
悟
、
沖
縄
教
職
員

会
長

屋
良
朝
苗
、
沖
縄
婦
人
会
代
表
仲
井
間
八
重
子

の
三
人
も
か
け

つ
け
た
。

全

国
的

に
注
目

さ
れ
た

こ
の
大
衆
運
動
を
た
と
え
ば
当

日
の

「
朝
日
新

聞
」
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夕
刊
は

〈沖
縄
の
女
性
は
こ
う
訴
え
る

空
路
か
け
つ
け
た
仲
井
間
さ
ん
〉
と

い
う
見
出
し
と

〈各
国
へ
『要
請
文
』
決
議

沖
縄
問
題
国
民
総
決
起
大
会
〉

(
1
)

と
い
う
見
出
し
と

で
大
き
く
報
道
し
た
O

む

ろ
ん
躾
も
、

こ
う
し
た
事
態

に
す
る
ど

い
反
応
を
し
め
す

こ
と
に
な

る
。

(
2
)

同
年
九
月
号

「
現
代
詩
」

に
掲
載
さ
れ
た

「詩
人

は
沖
縄

を
ど
う
み
る
か
」
と

い
う
金
子
光
晴
、
躾
、
許
南
麟

に
よ
る
鼎

談
中
に
次

の
よ
う
な
発
言

が
見

ら
れ

る
か
ら
だ
。

《
こ
の
間
沖
縄
か
ら
代
表
が
来

ま
し
た
ね
、
土
地
問
題

の
関
係

で
。

そ
の
代

表
が
来
た
と
き

で
も
そ
う

で
す
が
、
新
聞
紙
上

で
、
政
府

の
上

の
人
た
ち
が
沖

縄

に
関
係

の
あ
る
こ
と

に
対

し
て
も

の
を
言

う
場
合

に
、
何
か
や

っ
ぱ
り
他
人

事
み
た

い
な
ん
で
す
ね
。
(略
)
国
際
的

な
法
律
的
な
眼
だ

け
で
見
た
ら
、
い
ま

の
重
光

外
相

み
た
い
に

『潜
在
主
権

は
ま
だ
侵

さ
れ
な

い
か
ら
な
ん

に
も
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
』
と

い
う
態
度
を
と
ら
れ

る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
法
律
的

に

だ
け
沖
縄
を
見

る
か

ら
そ
う
だ
が
沖
縄

の
問
題
は
、
法
律

的

に
だ
け
見

て
す
ま

せ
る
も

の
だ

ろ
う
か
と
云

い
た

い
。
(略
)
こ
れ
は
必
ず
し
も
政
治

と
い
う
分
野

に
限

ら
ず
、

そ
れ

ら
の
も

の
を
包
含
し
た
も

っ
と
大
き
な
人
間

の
問
題

じ

ゃ
な

い
か
と
ぼ
く

は
思
う

ん
で
す
》
。

こ
の
発
言
か
ら
読
み
と
れ
る
事
項
は
獲

が
沖
縄
問
題
を
政
治
的
法
律
的
問
題

と
し

て
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
深
く

「人
権
」

に
か
か

わ
る
問
題
と
し

て
と
ら

え
よ
う
と
し

て
い
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
沖
縄
問
題
が
あ
ら

た
な
大
衆
運
動

と
し

て
そ

の
理
念

を
確
実

に
変
換
し

つ
つ
あ

っ
た

こ
と
を
も
意

味
し

て
い
た
。

大
城
立
裕

『
同
化

と
異
化

の
は
ざ
ま

で
』

に
よ
れ
ば
復
帰
運
動

の
理
念
は
ω

素
朴

ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
②
人
権
回
復
、
⑨
自
治
権
拡
大
、
④
反
戦
平
和

の
四

(3
)

つ
の
プ

ロ
セ

ス
を
経

て
展
開

さ
れ

た
と

い
う
。
鼎
談
が
行
わ
れ
た

こ
の
時

期
は

い
わ
ば
②

の
理
念

に
よ

っ
て
復

帰
闘
争

が
闘
わ
れ

て
い
た
時
期

で
あ

9
、
実

際
、
六
月
二
十
八
日
、
「総
決
起
大
会
」
の
た
め
に
入
京

し
た
沖
縄
住
民
代
表
団

の

「
行
が
総
理
官
邸

に
根
本
官
房
長
官
、
外
務
省

に
重
光
外
相
を
訪
問
し
た
と

き
根
本
長
官
が
し
め
し
た

〈
沖
縄
問
題

は
日
本
民
族

の
基
本
的
人
権

に
関
す
る

(
4
)

人
道
上

の
問
題

で
あ
る
〉
と

い
う
日
本
政
府

の
公
式
発
言
は
、

こ
う
し
た
時
代

要
請
を
明
快

に
告
げ

て
い
る
と
断

じ
て
も
よ
い
。

す
な
わ
ち
躾
も

こ
う
し
た
動
き

に
連
動
し

つ
つ
沖
縄
問
題
を
表
面
的
社
会
問

題
と
し

て
と
ら
え
る
だ
け

で
な
く
深
く

「
人
権
」

の
問
題
と
し

て
把
握
し

て
い

た

の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し

た
実
態

は
お

そ
ら
く
次

の
よ
う
な
統
計

か
ら
も
補
強

で
き
る
に
違

い
な
い
。

た
と
え
ば
、
思
潮
社
版
全
集

に
収
録
さ
れ
た
発
表
総
数

を
年
次

別
に
算
出

し

て
見
た
場
合

(発
表
年
次
不
詳

の
作
品
が
多
数

の
た
め
詩
篇

は
除

く
)
、
沖
縄

に

関
す

る
関
係
文
章
が
五

「
年

の
対

日
講
和
会
議

か
ら
五
三
年

の
平
和
条
約
発
効

に
か
け

て
急
激

に
増
加
し

て
い
る

こ
と
が
理
解

さ
れ
る
が
、
中

で
も
、
発
表
数

が

も

っ
と
も
著

し
く
な

る

の
が
五
六

年

で
あ

る
と

い
う
事

実
や

(資
料

-
参

照
。

こ
の
年
は
前
年

に
く
ら

べ
て
作
品
数

で
約

二
倍
、

そ
の
半
数
ち
か
く
が

い

わ
ゆ
る

「
沖
縄
問
題
」
に

つ
い
て
の
発
言

で
あ
る
)
、
六
月

の
プ
ラ
イ

ス
勧
告

に

敏
感

に
反
応
す
る
か

の
如

く
七
月

三
日
号

「
読
売
新
聞
」

に

「
梯
梧

の
花
」
を

発
表
し
、

つ
づ

い
て
、
日
比

谷

の

「
決
起

大
会
」
に
呼
応

し

て

「
第
三
日
曜
日
」

「
沖
縄

の
叫
び
」
「沖
縄
悲
歌
」
「
気

に
か
か
る
沖
縄
」
等

の
き
わ
め

て
ト
ー

ン

の
高
い
文
章

を
発
表

し
て
い
る
事
実
等

は

(資
料
Ⅱ
参
照
)
、

こ
う
し
た
時
期
、

毅
が
如

何
に

「問
題
」

に

つ
よ
い
関
心
を

い
だ

い
て
い
た
か
を
鮮
明

に
し
め
す

も

の
で
あ
ろ
う
。
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〔資料1〕

「年次
数 沖縄 評論 随筆

年 次 別 作 品 発 表 数 年 表(詩 篇 はのぞく)

1937年

1938年

1939年

1940年

1941年

1942年

1943年

1944年

1945年

1鈎6年

1947年

1948年

1949年

1950年

1951年

1952年

1953年

1954年

!955年

1956年

1957年

1958年

1959年

1960年

1961年

1962年

1963年

未発表

総 数

比 率

4

1

5

1

3

0

3

1

O

o

0

2

3

12

12

5

12

12

15

①

①

①

①

③

②

⑥

④

⑥

3

0

0

0

0

0

。 ・

0

0

0

0

1

0

2

3①

1

4③

1①

5③

29 ⑫ 8⑦

24

16

18

21

15

10

4

⑨

④

⑮

⑫

⑧

⑦

②

9⑦

3

12⑫

■⑧

4④

4④

1①

1 ① 1①

229 95 73

41% 32%

小説

0

0

4①

0

2①

0

0

1①

O

o

0

1

3①

7①

正

2

7③

10②

4③

1

1

1

1

0

0

1

0

0

ρ

0

0

0

3②

5

2

0

1①

0

IO③ 1①

9①

11③

6③

10④

10④

5③

2②

2①

1

0

0

1

0

0

0 0

105 21

46% 9%

書話 児童詩 (私生活) 関 連 事 項(社 会動向)

0

0

o

0

0

0

0

0

O

o

0

0

0

0

3①

0

0

0

0

0

0

0

o

1

0

2

0

O

o

0

0

0

0

0

。

1

0

6

・12月結婚。

・8月 『思弁の苑』刊

行。

う6月 東京職業紹介所

に就職。

・12月『山之口籏詩集』

刊行。

・6月 長男重也誕生

(翌年死亡)。

う3月 長女泉誕生、12

茨域に疎開。

(1948年 まで)

・3月 職業紹 介所職

職、7月 一家上京 し

月田家に間借り文筆

生活に入る。

リ6月 母 カマト死去。

・西武デパート沖縄展

に出席、琉舞。

・4月 父重珍死去。

1① 9

〔

　

　

l

l

11

〔

}
1
=

1
　

{
　

l
l
l

・6月 日本軍壊滅、沖縄戦終わる。
・1月GHQ覚 書により北緯30度以南の諸島日本

から分離。

・7月 琉球の通貨B円 に統一
。

・10月琉球米軍政長官にシーツ少将就任
。

・6月 朝鮮戦争開始。12月琉球列島米国民政府に

関する指令。
・4月 琉球日本復帰促進期成会結成。

9月 対 日議和会議。

・4月 琉球政府発足、対日平和条約、日米安保条

1

　

{
l
i。

約発効。
・4月 土地収用令公布

。12月奄美返還。
・1月 ア大統領基地無期限保有を宣言

。4月 立法

院 り「軍用地処理に関する請願」(土 地四原則)

可決。
・1月 朝 日新聞 「米軍の 『沖縄民政府』を衝く」

。

9月 由美子ちゃん事件。10月 プライス調査団訪
口"

・6月 プライス勧告発表、軍用地四原則貫微住民大会。7月 沖縄間

1

0

0

0

0

0

0

3

1

0

0

0

1

1

題解決総決起大会(東 京)。12月那覇市長に瀬長亀次郎当選。

・10月末沖縄に出発、

11月帰郷。
・1月 沖縄より帰京

。

・7月19日 死 去、享年

59歳 。

星

　

'1

1

=

1

・11月瀬長追放のための改正布令公布
。

・9月 通貨の ドル切替え
。

・1月 祖国復帰促進県民大会
。

。4月 沖縄県祖国復帰協議会結成
。

・6月 池田、ケネディ共同声明。
・3月 ケネディ大統領、沖縄新政策を発表。
・3月 キャラウェイ高等弁務官、自治権神話説を

述べる。

0 o

5 25

2% 1%

※O内 の数字は沖縄・ついてふれて・・る綿 数をあらわす.1956・El{を例にと。て説明しよう
.・ の年の発魏 薮 は29編、沖糊 徽

献は総数⑫、内訳は評論8編 中⑦編、随筆10編 中③編、小説1編 中①編、童話!編 中①編が沖縄にっいてふれた作品、 トータル
で⑫ となる。
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〔資料瑚 沖 縄 関 係 作 品 年 表(1939～1957年)

初 出年 月 日お よ び掲 載 誌 紙 名

1939年11月号 「歴程」

1941年3月2日 号 「都新聞」

1944年10月25日号 「東京新聞」

1949年11月20日号 「図書新聞」

1950年2月 号 「新潮」

1950年4月10日 号 「産業経済新聞」

1950年9月 号 「群像」

1951年7月 号 「少年グラフ」

1951年12月号 「農林春秋」

1953年1月27日 号 「内外タイムス」

1953年3月13日 号 「読i売新聞」

1953年4月2日 号 「報知新聞」

1953年5月 号 ヂ新潮」

1953年7月 号 「明窓」

1953年9月 号 「おきなわ31号 」

1954年8月18日 号 「毎 日クラブ」

1954年9月 号 「電信電話」

1954年9月25日 号 「毎 日新聞」

1954年11月11日号 「日本経済新聞」

1955年2月9日 号 「東京新聞」

1955年5月8日 号 「日曜新聞」

1955年5月9日 号 「高知新聞」他

1955年10月3日 号 「読売新聞」

1955年11月号 「女学生の友」

1955年12月25日号 「琉球新報」

1956年3月8日 号 「産経時事」

1956年3月 号 「婦人朝 日」

1956年7月3日 号 「読売新聞」他

1956年7月 号 「小説新潮」

1956年9月30日 号 「日本経済新聞」

1956年9月 号 「新潮」

1956年9月 号 「婦人画報」

1956年10月号 「食生活」

1956年11月号 「新潮」

1956年11月号 「りぼん」

1956年i1月8日 号 「琉球新報」

1956年12月14日 「産経時事」他

1957年1月 号 「栄養と料理」

1957年1月 号 「新婦人」

1957年2月 号 「ゆ一もあ一」

1957年3月 号 「高校コース」

1957年6月13日 号 「東京新聞」

1957年7月 『子供どもにきかせたいとっておきの話』英宝社刊

1957年9月 号 「小説新潮」

1957年11月号 「新 日本文学」

1957年12月号 「園芸武蔵野」

作 品 表 題

「満谷氏の 『熔樹の蔭』と藤田民の『琉球美畑 」

「スフについて」

「那覇人」

「火野葦平 『赤道祭」」

「無銭宿」

「闘魚」

「野宿」

「空手 ものがたりちょんまげのタルー」

「琉球の幽霊」

「『ひめゆりの塔』 と沖縄調」

「このごろ」

「池袋の店」

「祖国琉球」(沖 縄問題に積極的に触れ始める)・うう

「ある年の夏」

「かじまるの木蔭」

「山原船」

「光子の縁談」

「暴風への郷愁」

「沖縄」

「初恋のやり直し」

「沖縄 と日の丸」

「沖縄を思 う」

「カラカラ」

「ふるさと沖縄を思 う」

「バズィル・ホール 『航海記』読後感」

「兄の受験」

「ヤファラジューシー」

「梯梧の花」

「酒友列伝」

「某月某日」

「第三 日曜日」

「沖縄の叫び」

「チャンプルー」

「沖縄悲歌」

「しらさぎのおっげ」

「詩の島 ρ八重山」

「気にかかる沖縄」

「正月の沖縄料理」

「黒美人小」

「アルパカ・ルパシカ」

「方言のこと」

「豚のしっぽ」

「沖縄」

「山羊料理」

「霜多正次」

「ゴーヤーの苦味」

※内容によって、●回想(郷 愁)⑰ 家族=復 帰問題 ▲ プライス勧害 励身合評日日書 に赫けて禰 弛う

分類

随筆

随筆

随筆

随筆

小説

随筆

小説

童話

評論

評論

随筆

随筆

評論

随筆

評論

随筆

小説

随筆

評論

随筆

評論

評論

随筆

評論

随筆

随筆

評論

評論

随筆

随筆

小説

評論

評論

評論

童話

評論

評論

評論

評論

小説

評論

随筆

評論

評論

評論

評論

内 容

●

◎

●

●

●

■⑰

●

=

■

=

・=㊥

・

●=

●

⑲

●

●

・⑪

■

⑰■ ㊥

●

● ■

●

⑰

●

●⑰ ▲㊥

●

▲

=▲

● 腫▲

●

● ▲㊥

●

●

●

●

・

●

・

⑰

「

▲
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Ⅲ

「会

話
」

の
世
界

…
…
ヤ

マ
ト
の
は
ざ
ま

で

た
だ
、

こ
う
し
た
敏
感
な
反
応

が
実
際
的

に
詩
的
表
現
と
し

て
い

っ
た

い
如

何
に
昇
華
さ
れ
作

品
化

さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、

そ
の
完
成
度
は
ど
う
な

の

か
。

結
論

か
ら
さ
き
に
言

え
ば
、
む
し

ろ
、
作
品

の
ト
ー
ン
が
高

い
分
だ
け
、

そ

の
実
質

は
上
滑

り
の
よ
う
に
も
思
え

る
。

つ
ま
り
、
作
品
構
造

に
お
よ
そ
本

来

の
粘
着
力

が
見

ら
れ
な
い
と

い
う

こ
と
だ
。
初
期

の
作
品
、
た
と
え
ば

「会

話
」

と
比
較

す
る
な
ら
、

や
は
り
そ
の
構
造

の
差

は
歴
然
と
し

て
い
る
よ
う

に

思
え

る
か
ら
だ
。

そ
し

て
こ
う
し
た
作
品

の
構
造

の
単

調

さ
そ

の
も

の
の
中

に
、
実

は
、
復
帰
運
動
高
揚
期

に
お
け

る
山
之

口
躾

の
沖
縄

に
か
か
わ
る

ス
タ

ン
ス
の
取

り
方

の
特
徴

が
み
ご
と

に
し
め
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

猿

の
詩
作

の
特
徴

は
、
お

そ
ら
く

"思
考

の
肉
体
化
日

自
身

の
考

え
を
血
肉

化
す

る
こ
と
"
と

い
う
言
葉

で
と
ら
え

て
い
い
で
あ
ろ
う
。

例

の
伝
説
化

さ
れ

て
い
る
凄

ま
じ

い
ま
で
の
作
品
推
敲
も

こ
う
し
た

"思
考

の
肉
体
化
"

の
実
際

的
な
顕
れ
と
言

っ
て
よ

い
が
、

こ
う
し
た

"肉
体

化
"

に
み
ご
と
に
成
功

し
た

と
き
方
法
と
内
容
が
微
妙

に

一
致
し
た

「
会
話
」

の
作

品
が
生

成
さ
れ
た
よ
う

に
私

に
は
思
え

る
か
ら
だ
。

だ

が
、

こ
の
時
期

の
作
品

に
は

こ
の
よ
う
な
思
考

の
肉
体
化
現
象

は
残
念
な

が
ら
希
薄

で
あ
る
と
言

っ
て
よ

い
。
い
わ
ば
、
作
品

に
思
考

の
ね
じ
れ
が
な
く
、

感
情

そ
の
も

の
の
世
界

に
溺
れ

て
い
る
よ
う
な
作
品

が
見

ら
れ

る
か

ら
だ
。
お

そ
ら
く
そ
れ
は
同
じ
沖
縄
を

テ
ー

マ
に
し
た

「会
話
」
と

こ
の
時
期

に
書
か
れ

た

「
沖
縄
よ
ど

こ
へ
行
く
」
、

あ
る
い
は
、

「不
沈
母
艦
沖
縄
」
と

の
内
部
構
造

を
比
較
検
討

す
る

こ
と
に
よ
り
お
よ
そ
明
ら
か

に
な

ろ
う
。
以
下
、
そ

の
構

造

の
比
較
検
討

を
試

み
た
い
。

「会
話
」

お
国

は
?

と
女

が
言

つ
た

さ

て
、
僕

の
国

は
ど
こ
な

ん
だ
か
、
と

に
か
く
僕
は
煙

草
に
火
を

つ
け
る
ん
だ

が
、
刺
青

と
蛇
皮
線
な
ど

の
聯
想
を
染
め

て
、
図
案

の
や
う
な
風
俗

を
し
て

ゐ
る
あ
の
僕

の
国
か

!

ず

つ
と
む

か
ふ

ず

つ
と
む
か
ふ
と

は
?

と
女
が
言

つ
た

そ
れ
は
ず

つ
と
む

か
ふ
、

日
本
列
島

の
南
端

の

一
寸
手
前

な
ん
だ
が
、
頭
上

に

豚
を

の
せ
る
女
が

ゐ
る
と
か
素
足

で
歩
く
と
か
い
ふ
や
う
な
、
憂
諺
な
方
角

を
習
慣
し

て
ゐ
る
あ

の
僕

の
国
か
!

南
方

南
方
と

は
?

と
女
が
言

つ
た

南
方

は
南
方
、
濃
藍

の
海

に
住
ん

で
ゐ
る
あ
の
常
夏

の
地
帯
、
竜
舌
蘭
と
梯
梧

と
阿
旦
と

パ
パ
イ

ヤ
な
ど

の
植

物
達

が
、
白

い
季
節
を
被

つ
て
寄
り
添
ふ

て

ゐ
る
ん
だ
が
、
あ
れ
は
日
本
人

で
は
な
い
と
か

日
本
語

は
通

じ
る
か
な
ど

ゝ

談
し
合

ひ
な
が
ら
、
世

間

の
既
成
概
念
達

が
寄
留
す

る
あ

の
僕

の
国
か
!

亜
熱
帯

ア
ネ

ッ
タ
イ
!

と
女

は
言

つ
た

亜
熱
帯

な
ん
だ
が
、
僕

の
女

よ
、
眼

の
前

に
見
え
る
亜
熱
帯
が
見
え
な
い

の
か

、
!

こ
の
僕

の
や
う
に
、

日
本
語

の
通
じ
る
日
本
人
が
、
即
ち
亜
熱
帯

に
生

れ
た
僕

ら
な
ん
だ

と
僕

は
お
も

ふ
ん
だ
が
、
酋
長
だ

の
土

人
だ
の
唐
手

だ
の
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泡
盛
だ

の
ゝ
同
義

語

で
も
眺
め
る
か
の
や
う
に
、
世
間

の
偏
見
達
が
眺
め

る

あ

の
僕

の
国
か
!

赤

道
直

下

の
あ
の
近
所

朝
鮮

と
沖
縄

の
人

々
は
、
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
か

つ
て
不
当
な
処

遇
を
受

け

て
い
た
。

こ
れ

は
ひ
と

つ
の
極
端
な
例
だ
が
下
宿

に

〈
朝
鮮
人

・
琉
球

人
お
断

わ
り
〉

の
札
が
下
が

っ
て
い
た

こ
と
も
あ

っ
た
と

い
う
。

こ
の
作
品

は
従
来

ま

さ
に
こ
う
し
た
虐
げ
ら
れ
た
人

々
の
、

つ
ま
り
は
不
当

に
あ

つ
か
わ
れ

た
人

々

の

「
し
た
く
な
い
会
話
」
「
逃
れ
た

い
会
話
」
の
世
界

を
み
ご
と

に
作
品
化
し

た

も

の
で
あ

る
と
さ
れ

て
き
た
。
言
葉
を
か
え
れ
ば
、

こ
の
作
品

は
、

ね
じ
れ

た

文
体

に
よ

っ
て

(屈

折
し

た
文
体

に
よ

っ
て
、
歯
切

れ

の
悪

い
接
続
詞
等

に

よ

っ
て
)
歴
史
的

に
差

別
さ
れ

て
き
た
沖
縄
民
衆

の
民
族
的
差
別
感
や
自
虐
的

劣
等
感

を
、
切
実
な

リ
ア
リ
テ

ィ
を
も

っ
て
、
作
品

の
内
側

に
封

じ
込
め
た
作

(
5
)

品

で
あ
る
と
言

わ
れ
て
き
た
。

そ
し

て
験
も
ま
た
お
お
く

の
自
作
解
説

で
そ
う

(
6
)

し
た
見
方
を
提
示
し

て
き
た
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
視

点
か
ら

の
作

品
鑑
賞

は

む
し
ろ
容
易

な
こ
と

で
あ

ろ
う
。

こ
う
し

た
見
方

に
異
論
を
唱
え
た

の
が
、
岡
本
恵
徳
氏

で
あ

っ
た
。
氏

は
こ

の
作
品
を

た
と
え
ば

こ
の
よ
う
な
対

社
会
的
側
面
か
ら
読

む
の
で
は
な
く
、
む

し

ろ
旗
内
部

の
根
本
的
な
問
題
と
し

て
、

つ
ま
り
、

《
他
者
》

と

《僕
》

と
の

《
越
え
が
た

い
溝
》

の
問
題
と
し

て
、

さ
ら
に
言

え
ば
内
省
的
な
自
問

の
問
題

と
し

て
、
ま
た
は
、
自
己
規
定

で
き

な
い
内

な
る

「
お
き
な

わ
」

の
問
題
と
し

(
7
)

て
、
そ

の
作
品
的
意

義
を
と
ら
え
直

そ
う
と
す

る
。

《
「会

話
」

で
は
、
主
入
公

は

「
お
国

は
?
」
と
問

わ
れ

て

「
お
き
な
わ
」
と

答

え
る

こ
と
が

で
き
ず
、
「
ず

っ
と
む

こ
う
」
「
南
方
」
「
亜
熱
帯
」
な
ど
と
答
え

る
。

そ
れ
を

そ
の
ま
ま
主
人
公

の
劣
等
感

の
よ
う

に
読
み
取
る

こ
と
は
可
能

で

あ
る
。
多
く
の
本

で
紹
介

さ
れ
る
よ
う
に
、
事
実
沖
縄
出
身
者

で
、
戸
籍
を
東

京

に
移

し

て
出
身
地
を

か
く
し
た
人

た
ち
が
多

い
と

い
う

の
だ
か
ら
、

作
者

に

つ
い

て
の
理
解
を

ぬ
き

に
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
う

い
う
判
断
が
出

て
く
る
の
は

や
む
を
え
な
い
と

い
え
よ
う
。
(略
)
「
会
話
」
の
中

で
、
作
者

は

「既
成
概
念
」

の

「寄
留

す
る
」
と
こ
ろ
、
「
偏
見
」
の

「眺

め
る
」
と
こ
ろ

の
郷
里
を

た
ず

ね

ら
れ

て
、
語
り

つ
く
せ
な
い
も
の
を
感

じ
と

っ
た
に
ち
が

い
な

い
。
「
僕
」
自
身

の
と
ら
え
る

「
僕
」
と
、
他
者

の
と
ら
え
る

「僕
」

と
の
間

に
、
越
え
が
た

い

溝
を
み

い
だ
し

て
、
そ
れ
を
越
え
る

の
に
ま
ど
ろ

っ
こ
し

さ
を
意
識
し

て
い
た

山
之

口
填
氏

に
と

っ
て
、
「
お
国

は
?
」
と
問

い
か
け
ら
れ

て

「
お
き
な
わ
」
と

す
ら
り
と
答
え

て
す
ま
す

こ
と
が
で
き

る
の
な
ら
ば
、

そ
れ

は
む
し
ろ
容
易
な

こ
と

で
あ

っ
た
ろ
う
。

し
か
し
彼

は
そ
れ
を
し
な

い
。
と

い
う
よ
り
彼

に
は
そ

れ
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

(略
)
「
会
話
」
と

い
う

こ
の
詩

の

「女
」

と

の
会

話

は
ひ
と

つ
の
き

っ
か

け
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ

っ
て
、

そ
う
い
う

一
種

の
自
問

自
答

が
こ
の
詩

の
中
・10
と
な

る
。
「
風
俗
」
「
習
慣
」

の
ど
れ
を
と
り
あ
げ

て
み

て
も
、

そ
れ

は

「
お
き
な
わ
」

で
あ
る

の
だ
が
、

し
か

し
そ
れ
だ
け

で
は

「
お

き

な
わ
」

で
は
な

い
。

そ
れ
ら

の
す

べ
て
を
と
り
あ
げ
、

こ
と
ご
と
く
言

い

つ

く
し

て
し
ま
う

こ
と
が

で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
「
お
き
な

わ
」
を

し
め
す

こ
と
が

あ

る
い
は

で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、

こ
と
ご

と
く
言

い

つ
く
し

て
し
ま
う

こ

と
は
絶
望
的

に
不
可
能
な

の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
も

の
と
し

て
山
之

口
躾
氏

に

と

っ
て

「
お
き
な
わ
」

は
あ
る
の
だ
。

そ
し
て
そ
の

「
お
き
な
わ
」
は

「
僕
」

の
外

に
あ
る

の
で
は
な
く

て

「僕
」

の
う
ち

に
あ

る
。
だ
か
ら

「
僕
」
は

「
僕

の
女
よ

眼

の
前
に
見
え
る
亜
熱
帯
が
見

え
な

い
の
か
!
」
と
自
分
自
身
を

つ

き
出

す
以
外

に
な
い
の
だ
》
。

私

も
こ
う
し
た
氏

の
視
点

に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
る
。
摸

に
よ
れ
ば

こ
の
作

(8
)

品

は

〈昭
和
五
年
ご

ろ
〉

の
作
品
だ
そ
う
だ
が
、
上
京

し

て
か
ら
の
ヤ

マ
ト
で
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の

《
他
者
》
と

《
僕
》
と

の

"キ

ョ
リ
"

の
問
題
が
初
期

の
作
品
に
い
く

つ
も

見

い
出

だ
せ
る
か
ら
だ
。

そ
し

て
そ
れ
が
共
通
し

て
他
者
と

の
微
妙

な
違
和
感

に
彩

ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

上
京
後
す
ぐ

に
遭
遇
す

る
東
京
語

へ
の
戸
惑

い
を
書

い
た

「晴
天
」
、
結
婚
願

望

は
あ

る
も

の
の
女

に
く

た
ば

る
ま

で
打
ち
振
わ
れ

て
街

の
横
づ
ら
め
が
け
て

な
げ

つ
け
ら
れ

て
い
る
男
を
戯
画
化
し
た

「
若
し
も
女
を
掴
ん
だ
ら
」
、
あ
る
い

は
行

く
先

々
で
疎
外

さ
れ
て
い
る
自
己

の
姿
を
描

い
た

「
夢

の
後
」
等

の
初

期

の
作
品
群

を

一
読

さ
れ
た
い
。
作
品

の
大
半

は
こ
う
し
た
他
者
と

の
微
妙
な
距

離
感
覚

で
統

一
さ
れ

て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
筈
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
で
こ
う
し

た
指
摘
以
上

に
、
さ
ら

に
補
強
強
調
し
た
い

の
は
、

こ
う
し
た
思
考

の
ね
じ
れ
を
伴

い
な
が
ら
も
、
「
会
話
」
に
は
、
ね
じ
れ
だ
け

で

は
な
く
、
作
品

そ
の
も

の
の
中

に
機
能
と
し

て
の
循
環
装
置
も
内
蔵
さ
れ

て
い

る
の

で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
な

の
だ
。

つ
ま
り
、
二
人

の

"会
話

"
は
め

ぐ
り
め
ぐ

っ
て
永
久
的
な
円
還
運
動

(む
し

ろ
、
虚
ろ
な
自
問
自
答
)

を
ど

こ

ま
で
も
続

け
て
行

く
で
あ

ろ
う
と

い
う

こ
と
な

の
だ
が
、
言

い
か
え
れ
ば
、

こ

の

"会
話
"

に
は
お

そ
ら
く
終
わ
り

は
来
な

い
、
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

す
な

わ
ち
、

〈お
国

は
〉
と
問
わ
れ

て

〈
ず

っ
と
む

こ
う
〉
と
答

え
、

〈
ず

っ

と

む
こ
う
と

は
〉
と
問

わ
れ

て

〈南
方
〉
と
答

え
、
〈南
方
と

は
〉
と
問
わ
れ

て

〈亜
熱
帯
〉
と
答

え
、

〈
ア
ネ

ッ
タ
イ
〉
と
問
わ
れ

て
、
結
局
、

〈赤
道
直
下

の

あ

の
近
所
〉
と

い
う
答
え

で
作
品
世
界
は
閉
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
次
第

に

曖
昧
な

〈方
角
〉
が
明
確
な
地
点
を
指
向
し

つ
つ
ク

ロ
ー
ズ

・
ア

ッ
プ
さ
れ
て

い
く

の
だ
が
、
実
を
言
う
と

「
赤
道
直
下

の
あ

の
近
所
」
と
応

じ
た
と

こ
ろ

で
、

ま
た
、
問

い
詰
め
ら
れ
返
事

に
窮
し

て
、
お
そ
ら
く
、
表

現
を
か
え

て
他

の
言

葉

で
ま
ぎ
ら
わ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。

い
わ
ば
、
二
人

の
問
答
は
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
に
徹

し
、
決

し
て
果

て
る
こ
と

が
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
作

品
内
部

に
機
能

と
し

て
の
循
環
装
置

を
認
め

る
ゆ
え
ん
だ
が
、
し
か
し
、
五
○
年
代
中
期

の
復
帰

運
動
高
揚
期

に
制

作

さ
れ

た
い
わ

ゆ
る
復
帰
思
想
詩

に
は
、
お
よ
そ

こ
う
し
た
深
い
ね
じ
れ
と
、

あ

る
い
は
、
機
能
と
し

て
の
こ
う
し
た
複

雑
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
ほ
と

ん
ど
見
ら

れ
な

い
。

「沖
縄
よ
ど

こ

へ
行
く
」
を
見

て
み
よ
う
。

Ⅳ

「
沖
縄
よ
ど

こ
へ
行
く
」

の
世
界
…
…

ヤ

マ
ト
と
沖

縄
の
は
ざ

ま
で

〈蛇
皮
線

の
島
/
泡
盛

の
島
ノ
詩

の
島
/
踊
り

の
島

/
唐
手

の
島
ノ

パ
パ
イ

ヤ
に
バ
ナ
ナ
に
/
九
年
母
な
ど

の
生
る
島
ノ
蘇
鉄

や
竜

舌
蘭

や
椿
樹

の
島
/
仏

桑
花

や
梯
梧

の
真
紅

の
花

々
の
/
焔

の
よ
う

に
燃
え
さ
か
る
島
ノ

い
ま

こ
う

し
て
郷
愁

に
誘
わ
れ

る
ま
ま
/
途
方

に
暮
れ

て
は
/
ま
た

一
行

つ
つ
/

こ
の
詩

を
綴

る
こ
の
ぼ
く
を
生

ん
だ
島
/

い
ま

で
は
琉
球

と
は
そ

の
名

ば
か
り
の
よ
う

に
/
む

か
し
の
姿

は
ひ
と

つ
と
し

て
と
め
る
と

こ
ろ
も
な
く
/
島

に
は
島
と
お

な

じ
く

ら
い
の
/
舗
装
道
路
が
這

っ
て
い
る
と
い
う
/

そ

の
舗
装
道
路
を
歩

い

て
/
琉
球

よ
/
沖
縄
よ
/

こ
ん
ど
は
ど

こ

へ
行
く
と
い
う
の
だ
ノ

お
も

へ
ば
む

か
し
琉
球

は
/

日
本

の
も

の
だ
か
/
支
那

の
も

の
だ
か
/
明

っ
き

り
し
た
こ
と

は
た
が
い
に
わ
か

っ
て
い
な
か

っ
た
と

い
う
/

(略
)
/

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く

/
廃
藩
置
県

の
も
と

に
/

つ
い
に
琉
球
は
生

れ
か
わ
り
/

そ
の
名
を
沖
縄
県
と

呼
ば
れ
な

が
ら
/
三
府
四
十
三
県

の

一
員

と
し
て
/

日
本

の
道
を
ま

っ
す
ぐ

に

踏

み
出
し
た

の
だ
/

(略
)
/
お
も

へ
ば
廃
藩
置
県

こ
の
方
/
七
十
余
年
を
歩

い
て
来
た

の
で
/
お
か
げ

で
ぼ
く
み
た

い
な
も
の
ま
で
も
/
生
活

の
隅

々
ま

で

日
本
語

に
な
り
/
め
し
を
食

う
に
も
詩

を
書

く
に
も
泣

い
た

り
笑

っ
た
り
怒

っ

た
り
す
る

に
も
/

人
生

の
す
べ
て
を
日
本
語

で
生
き

て
来
た

の
だ
が
/
戦
争
な
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ん

て

つ
ま
ら
ぬ

こ
と
な
ど
/
日
本

の
国
は
し
た
も
の
だ
ノ

そ
れ

に
し

て
も
/
蛇

皮
線

の
島
/
泡
盛

の
島
/
沖
縄

よ
/
傷

は
ひ
ど
く
深

い
と
き

い
て
い
る

の
だ
が

/
元
気

に
な

っ
て
帰

っ
て
来

る
こ
と
だ
/
蛇
皮
線
を
忘
れ
ず

に
/
泡
盛
を
忘
れ

ず

に
/
日
本

語

の
/

日
本

に
帰

っ
て
来

る
こ
と
な

の
だ
〉
。

五

一
年
九
月

の
対

日
講
和
会
議
締
結
直
前

に
書
か
れ
た
作
品
。

一
篇
を
評
し

て
藤
島
宇
内

氏
は

《直
線
的

で
》
《
屈
折
が
な
く
》
《
啓
蒙
的

で
さ
え
あ
る
》

と

い
い
、
ま
た
そ

こ
に

《
一
種

の
異
国
情
緒

に
頼

る
よ
う
な
装
飾
》
が
あ
る
と
も

(9
)

評
し
た
。
そ

こ
に
そ
し
て
作
品

の

《
限
界
》
を
見

よ
う
と
も
し
た
。

藤
島

の
こ
の
評

は
、
作
品

の
内
部
構
造

に
躾
独
自

の
粘
着
力
が
な

い
と

い
う

視
点

に
立

っ
て

の
評
だ

が
、
作
品

の
内
側
を
も
う
少
し
具
体
的

に
見

て
み
る
な

ら
、
第

一
連

か
ら
第

四
連

に
か
け
て
の
各
連
二
行
ま
た
は
三
行
書
き

の
鮮
烈
な

イ

メ
!
ジ

の
提
出
、

そ
れ

に

つ
づ
く
第
五
連
終
行

の

〈
琉
球
よ
、
沖
縄
よ
、

こ

ん
ど

は
ど

こ

へ
行

く
と

い
う
の
だ
〉
と

い
う
沖
縄

へ
の

つ
よ
い
問

い
か

け
表

現
、

つ
づ
く
第
六
連
終
行

の

〈戦
争
な

ん
て

つ
ま
ら
ぬ

こ
と
な
ど
、
日
本

の
国

は
し
た
も
の
だ
〉
と

い
う
日
本

の
戦
争
責
任
を
厳
し
く
問

い
た
だ
す
表

現
、

そ

し

て
さ
ら
に
は
作
品
冒
頭

の
イ
メ
ー
ジ
を
今

一
度
反
復
し
な
が
ら

〈
日
本

語

の

日
本

に
帰

っ
て
来

る
こ
と
な
の
だ
〉
と

い
う

日
本
帰
属
を
う

っ
た
え
る
最
終

連

終
行
等

に
は
、

そ
の
背
後

に
郷
里
沖
縄

に
対
す

る

つ
よ

い
思

い
、
な
ら
び

に
、

〈
郷
愁

に
誘

わ
れ
な
が

ら
途
方

に
暮
れ

て
い
る
〉
作
者

の
沈
痛
な
姿
は
見

い
出

だ
せ
る
に
し
て
も
、
表
現

の
ベ
ク
ト
ル
は
冒
頭
か
ら
末
尾
ま

で

「
反
米
復
帰

」

な
ら
ぬ
日
本

へ
の
心
情
的

一
体
化
志
向

に
支
配
さ
れ
た

「
日

の
丸
復

帰
」
の
感

情

に
沿

っ
て
ね
じ
れ
な
く

一
直
線

に
流
れ

て
い
る
と
判
断
し

て
も
よ
い
。

要

す
る
に
こ
の
空
間

は
、
南
島
的
情
緒
あ
る

い
は
琉
球

へ
の

〈郷
愁
〉

に
全

的

に
寄

り
か
か
り
な

が
ら
過
去

の
風
景
を

こ
と
ご
と
く
亡
く
し

て
し
ま

っ
た
故

郷
琉
球

へ
の
泣
き
崩
れ

ん
ば
か

り
の
、
高
揚
し
た
故
郷
喪
失

の
感
情
表

現

で
統

一
さ
れ

て
い
る
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。

そ
れ

は
た
と
え
ば
、

こ
の
乍
品
か
ら
四

年
後

の

一
九

五
六
年

に
発
表

さ
れ
た

「
不
沈
母
艦
沖
縄
」

に
も
、

ま
た
、
同
様

な
特
徴

を
指
摘

で
き

る
。

「不
沈
母
艦
沖
縄
」

守
礼

の
門

の
な

い
沖
縄

崇

元
寺

の
な
い
沖
縄

が
じ
ま
る
の
木

の
な

い
沖
縄

梯
梧

の
花

の
咲
か

な
い
沖
縄

那
覇

の
港

に
山
原
船

の
な

い
沖
縄

在
京

三
○
年

の
ぼ
く

の
な
か

の
沖
縄
と
は

ま
る
で
違

っ
た
沖
縄
だ
と

い
う

そ
れ

で
も
沖
縄
か
ら

の
人
だ
と
き
け
ば

守
礼

の
門

は
ど
う
な

っ
た
か
と
た
ず
ね

崇
元
寺

は
ど
う
な

の
か
と
た
ず
ね

が
じ
ま
る
や
梯
梧

に

つ
い
て
た
ず
ね
た

の
だ

ま
も
な
く
戦
禍

の
惨
劇
か
ら
立
ち
上

り

傷
だ

ら
け

の
肉
体
を
引
き
ず

っ
て

ど
う

や
ら
沖
縄
が
生
き

の
び
た
と

こ
ろ
は

不
沈
母
艦
沖
縄
だ

い
ま
八
○
万

の
み
じ
め
な
生
命
達
が

甲
板

の
片
隅

に
追

い

つ
め
ら
れ

て
い
て

鉄

や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上

で
は

米
を
作

る
て
だ

て
も
な
く
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死
を
与

え
ろ
と
叫

ん
で
い
る
の
だ

こ
の
作
品

は

"島
ぐ
る
み
闘
争
"

に
明
け
暮

れ
、

軍
用
地

の
強
制
接
収

や
政

治
的
弾
圧

に
動
揺
す

る
沖
縄
民
衆

の
主
体
性

の
存
立

の
危
機

を

ス
ト

レ
ー
ト
に

う

っ
た
え
よ
う
と
し
た
作
品
だ
が
、

こ
こ
に
は
す

べ
て
の
風
景

を
喪
失

し
て
し

ま

っ
た
故
郷
沖
縄

に
対
す

る
懸
念
と
、
そ
れ

に
よ

っ
て
喚
起

さ
れ
た
故
郷

の
風

景
と
、

そ
こ
に
生
き
長
ら
え

て
い
る
沖
縄
人

の
惨
め
な
苦

し
み
を
、
苦
悩

の
眼

差

し
で
視

つ
め

て
い
る

一
人

の
詩
人

の
姿
が
あ
る
と
言

え
る

で
あ
ろ
う
。

が
、
冒
頭

一
行
目
か
ら
、

つ
づ
く
五
行
目

の

〈
那
覇

の
港

に
山
原
船

の
な

い

沖
縄
〉
と

い
う
部
分
ま

で
の
、

い
わ
ゆ
る
、
か

つ
て
の

「琉
球
風
景
」
を

一
つ

の
故
郷
喪
失

の
伝
聞
的
な
実
感
と
し

て
、
な

い
な

い
尽
く
し

で
構
成

し
て
行
く

そ
の
直
線
的
な
書
き
方
や
、
破
壊
さ
れ

て
し
ま

っ
た

こ
う
し
た
故
郷

の
イ
メ
ー

ジ
を

さ
ら

に
引
き
摺
り
な
が
ら
、
終
行

の

〈鉄

や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上

で
は
、

米
を
作

る
て
だ

て
も
な
く
、
死
を
与
え
ろ
と
叫

ん

で
い
る
の
だ
〉
と

い
う
力
つ

よ

い
告
発
体

の
文
章

へ
と

一
気

に
収

束
し

て
行

っ
て
し
ま
う
そ
の
収
束

の
行
程

か
ら

は
表
面
的
な

"怒
り
"
と
故
郷
喪
失

の
感
情

は
、
す

る
ど
く
伝
わ

っ
て
は

く

る
に
し

て
も
、
そ

の
反
面
、
音
調

の
高

い
感
情

の
ゆ
え
に
威
勢

の
よ
い
言
葉

の
み
が
須

の
内
な
る
思
考
を
振
り
落

と
し
て
単

に
独

り
歩
き

し
て
い
る
よ
う

に

思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
〈
守
礼

の
門
〉
〈
崇
元
寺

〉
〈
が
じ
ま
る
の
木
〉
〈
梯
梧

の
花
〉

〈山
原

船
〉
と

い
う
、

い
わ
ば
、

琉
球

の

エ
キ
ゾ

チ

シ
ズ

ム
に
寄
り
か
か
り
な
が
ら
、

要
す
る
に
、

〈
郷
愁
〉

に
寄

り
か
か
り
な
が
ら
、

作
品
世
界
が
統
御
さ
れ

て
し

ま

っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

た
だ
、
「
沖
縄

よ
ど
こ

へ
行
く
」
と

「
不
沈
母
艦
沖
縄
」
と

の
間

に
は
大
き
な

購
造
上

の
相
違
が
あ

る
と
見
倣
し

て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

前
者

の

方

は
、
作
品

の
冒
頭
と
末
尾

に
郷
愁

の
風
景

を
配
置

し
な
が
ら
、

そ
の
間

に
琉

球

の
歴
史
を
回
想
風

に
嵌
め
込
む
と
い
う
、

い
わ
ば
、

A
-

B
-

A

(ま
た
は

A
B
)
と

い
う

サ
ン
ド
イ

ッ
チ
方
式

を
取

り

つ
つ
最
終
連

で
の
微
妙
な
屈
折
が

見
ら
れ

る
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
、
〈
そ
れ

に
し

て
も
、
蛇
皮
線

の
島
、
泡
盛

の
島
、

沖
縄

よ
、
傷
は

ひ
ど
く
深

い
と
き

い
て
い
る
の
だ
が
、
元
気

に
な

っ
て
帰

っ
て

来

る
こ
と
だ
。
蛇
皮
線
を
忘
れ
ず
に
、
泡
盛

を
忘

れ
ず

に
、

日
本
語

の
日
本

に

帰

っ
て
来

る
こ
と
な

の
だ
〉
と
い
う
基
層

と
し

て
の
沖
縄

の
文
化
を
保
持
し
た

ま
ま

〈
日
本
語

の
日
本

に
帰

っ
て
来

る

こ
と
な

の
だ
〉

と
い
う
、

こ
う
し
た
呼

び
か
け

の
方
法

の
中

に
、

こ
の
時
点

で
の
お
そ
ら
く
生
活

の
拠
点
と
し

て
の
ヤ

マ
ト
側

に
立

っ
た
頸

の
、
し
か
し
ま
た
自
分

を
生

ん
だ
沖
縄
側

に
も
立

っ
て
、

い
わ
ば
そ

の
は
ざ
ま

に
位

置
し
な

が
ら

の
表

現
主
体

の

"か
す
か
な

と
ま
ど

い
"
が
見
ら
れ
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味

で
は

こ
の
最
終
連

の
最
終
行

に
は
、
む
し

ろ
微
妙
な

《
直
線

的
》

で
は
な

い
詩
人

の
思
考

の
ね
じ
れ
を
読

み
取

る
こ
と
が
可
能

に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
考

え
る
な
ら
同
じ
沖
縄

を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品

で
も

「
会
話
」
か

ら

「
沖
縄
よ
ど

こ
へ
行

く
」
、
「沖
縄

よ
ど
こ

へ
行
く
」
か
ら

「
不
沈
母
艦
沖
縄
」

へ
の
作

品
変
遷
過

程

に
は
き
わ
め

て
明
確
な
相
違

が
あ

る
こ
と
が
指
摘

で
き

る
。
善
え

て
言
え
ば
、
「思
考
」
の
円
環
運
動
か
ら

「
思
考
」
と

「感
情
」

の
屈

折
運
動

へ
、
「
思
考
」
と

「感
情
」
の
屈
折
運
動

か
ら

「感
情
」

の
直
線
運
動

へ

と

い
う
、
い
わ
ば
、

三
段
階

の
運
動
形
態

が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
運
動

の
直
線
化

に
と
も
な
う

「
感
情
」

の
激
烈
化
、
そ
れ
に
反

比
例

し

て
見

ら
れ

る

「
思
考
」

の
後
退
化

の
中

に
、
む
し
ろ
表
現
主
体

の
対
象

へ
の
か
か
わ
り
方

の

「希
薄

さ
」
を
見
た

い
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
沖
縄

へ
の
か
か
わ
り
方
と
し

て
は
感
情
的

に
非
常

に
激
し

く

つ
よ
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い
も

の
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、

た
だ
お
そ
ら
く
そ
れ
は
外
面
的
な
も

の
で
あ
り

(
悪
く
言
え
ば
時
代

の
要
求

に
迎
合
し

て
い
る
だ
け

で
あ

っ
て
)
自
身

の
内
部

で
は
実

の
と
こ
ろ
問
題

の
核
心
を
明
確

に
内
省
化
し
き
れ

て
い
な

い
の
で
は
な

い
か
、
血
液
化

し
き

れ
て
い
な

い
の
で
は
な

い
か
、
そ

の
よ
う

に
判
断

さ
れ
る

(
11
)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私

は
そ
の
最
も
大
き
な
根
拠
を

「
沖
縄
よ
ど

こ
へ
行
く
」

の
第
六
連
中

の
歴
史
的
叙
述

の
中

に
見
た

い
と
思
う
。

こ
の
作
品

の
復
帰
思
想
詩
と
し

て
の
最
大

の
弱
点

は
、
沖
縄

が
過
去

に
辿

っ

て
き
た
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
し
か
し
、

そ
の
内
側

に
、

「な
ぜ
」

と

い
う
疑
問
符
が
欠
落

し

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
は
な

い
か
。
な
ぜ
、
沖

縄
が
今
度
も

こ
う
し
た
状
況
に
陥

っ
た

の
か

(陥
れ

ら
れ

た
の
か
)
と

い
う
基

本
的

な
問
い
を
、
膜
自
身

は
、
作
品

の
中

で
ま

っ
た
く
発
し

て
い
な

い
と
言

っ

て
よ

い
。

つ
ま
り
、

日
本

の
国
家
と
政
府
が
沖
縄

に
向
き
合

っ
て
き
た
向
き
合

い
方

に
対

し
て
厳

し
い
対

日
批
判
を

「
沖
縄
よ
ど

こ

へ
行
く
」
は
包
摂
し

て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。

要
す

る
に
額

は
、

〈蛇
皮
線
〉
〈
泡
盛
〉
〈
パ

パ
イ

ア
〉

〈
バ

ナ
ナ
〉
等

の

「琉

球
」

の
風
景

に
泣
き
濡
れ
な
が
ら
、
よ
り
消
極
的

な
形

で
し
か
沖
縄

の
日
本
復

帰
を

う

っ
た
え

る
こ
と

が

で
き
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

"沖
縄

よ

ど

こ

へ
行
く
"
と

い
う
傍
観
者

的
な
甘

っ
た
る
い
作
品

の
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
こ

と
を
何
よ
り
も
証
明
し

て
い
る
よ
う
に
私

に
は
思
え
る
。

V

「
弾
を
浴
び
た
島
」

…
…
沖

縄
の
は
ざ
ま

で

そ
う
し
た
意
味

で
は
、

こ
の
よ
う
な
か
か

わ
り
方
を
、
あ

る
い
は
、
「
感
情

」

に
過
度

に
傾
斜

し

て
い
た
お
の
れ
の
詩
的
表
現
を
再
度
思
考

の
内
側

に
フ
ィ
ー

ド

・
バ

ッ
ク
し
て
よ
り
内
面
化
し

た
も

の
と
し

て
表
出
す
る
、
そ
う
い
う
再
考

の
機
会
が
五
八
年
十

一
月

の
三
十

四
年

ぶ
り
の
帰
郷

で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
沖

縄

の
共

同
体
的

な
紐
帯

に
深
く
介
入
し
な
が
ら
、
沖
縄
と
と
も

に
ど

こ
へ
行

こ

う
と
す

る
の
か
、
沖
縄
と
と
も

に
ど
う
歩
も
う
と
す
る

の
か
、
そ
う
し
た
自
身

の
在

り
方
を
再
度
確
認
し
直
す
旅
が

こ
の
帰
郷

で
あ

っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の

で
あ

る
。

だ
が
、
結
論
を
言
え
ば
、
結
果
と
し

て
む
し
ろ

こ
の
帰
郷

は
沖
縄
と

の
か
か
わ

り
方

の
困
難
さ
を

(沖
縄

と

の
キ

ョ
リ
の
深

さ
と

い
う
も

の
を
)
逆

に
ま
ざ

ま
ざ
と
認
識
さ

せ
る
旅

に
な

っ
た
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

「
弾
を
浴
び
た

島
」
を
見

て
み
よ
う
。

「
弾
を
浴
び
た
島
」

島

の
土

を
踏

ん
だ

と
た
ん
に

(
1
)

ガ

ン
ジ

ュ
ー
イ
と
あ

い
さ

つ
し

た
と

こ
ろ

は
い
お
か
げ

さ
ま
で
元
気

で
す
と
か
言

っ
て

島

の
人

は
日
本
語

で
来
た

の
だ

郷
愁

は
い
さ
さ
か
戸
惑

い
し

て
し
ま

っ
て

(2
)

ウ

チ

ナ

ー
グ

チ

マ
デ

イ

ン

ム

ル

(3
)

イ
ク

サ

ニ

サ

ッ
タ

ル
バ
ス
イ
と
言

う
と

島

の
人
は
苦
笑
し
た

の
だ
が

沖
縄
語
は
上
手

で
す

ね
と
来

た
の
だ

(1
)

お
元
気

か

(
2
)
沖
縄
方
言

ま
で
も
す

べ
て

(
3
)
戦
争

で
や
ら
れ

た
の
か

沖
縄

に
第

「
歩
を
踏
み
入
れ
た
時

の

△
戸
惑
い
〉
を
書

い
た
作

品
だ
が
、

テ
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ク

ス
ト
L

は
、
琉
球
方
言

ま
で
も
戦
争

で
破
壊
さ
れ

て
し
ま

っ
た
、

そ
の
や
り

き
れ
な
さ
や
悲

し
さ
を
詠

じ
た
作
品
と
し

て
と
ら
え
る

こ
と
が

で
き
よ
う
。
事

(
12
)

実
、
躾
自
身
、

そ
の
よ
う
な
文
章
を
繰
り
返
し
書

い
て
い
た
。

の

お
な
じ
沖
縄
と

は
い

っ
て
も

そ
の
出
生
地

に
よ

っ
て
ま
た
方
言

が
あ
る
わ

け
で
、
た
と
え
ば

日
本
語

で

「
元
気
か
」
と

い
う

の
を
那
覇

で
は

「
ガ

ン
ジ

ュ
ー

イ
」

と
い
う
の
で
あ

る
。

そ
れ
を
離
島

の
八
重
山

で
は

「
ミ

サ
ー

ロ
ー

ル
ネ
ー

ラ
」
と
い
う
風

に
で
あ

る
。

ま
た
言
葉
は
お
ん
な
じ

で
も

ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
に

よ

っ
て
も
ピ

ン
と
来
な
か

っ
た
り
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
り

で
は
互

い
に
不
便

な

こ
と
は
当
然

な
の
で
あ

っ
て
、
だ
れ

に
も
直
通
し

て
気

の
お
け
な
い
の
は
沖
縄

に
と

っ
て
も

や
は
り
日
本
語

よ
り
外

に
は
な

い
か
ら
な

の
で
あ
る
。
沖

縄
語

の

喪
失

な
の
だ
。
(略
)
ぼ
く

の
眼

に
は

い
ま
や
沖
縄

で
は
日
本
語

の
ク

ロ
ー
ズ

.

ア
ッ
プ
で
あ

る
。
つ
い
三
十
何
年

ぶ
り

の
郷
愁

に
か
ら
れ

て

「
ガ

ン
ジ

ュ
ー
イ
」

と
こ
ち

ら
か
ら
あ

い
さ

つ
し
た
と

こ
ろ
、
「
お
か
げ
さ
ま

で
」
と
日
本

語

で
返

さ

れ
る
始
末
な

の
で
あ

る
。
お
ま
け

に
、
躾
さ
ん
は
沖
縄
語
が
う
ま
い
と
か
ら
か

わ
れ
た
の
で
あ

る
。

ー

「
む
か
し
の
沖
縄
い
ま
の
沖
縄
」

b

三
十

四
年
ぶ
り

に
郷
里

の
沖
縄

へ
行

っ
た
。
船

か
ら
お
り
た
と
た
ん
に
、

ぼ
く

の
口
を
突

い
て
出
た

の
が
沖
縄
方
言

で

「
ガ

ン
ジ

ュ
ー

ン

ア
テ

ィ
ー
」

と

や

っ
た
。
お
元
気
か
と

の
意
な

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
島

の
人
か

ら

「
は

い
、
お
か
げ

さ
ま

で
元
気

で
す
」

と
、

日
本

語

で
返

さ
れ
て
し
ま

っ
て
、

は
な

か
ら
郷
愁
を
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
(略
)
も

と
も
と
外
国
な

の
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、

日
本

語

で
来

ら
れ
て
も
当
然
な

の
で
あ

る
が
、
沖
縄
生
ま

れ

の
ぼ
く
は
少
年
期

を
沖
縄
方
言

で
育

っ
て
き
た
の
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
そ

の

こ
と
だ
け

で
も
ま
る

っ
き
り
変

わ

っ
て
し
ま

っ
た
沖
縄
を
感
じ
な

い
で
は

い
ら

れ

な

か

っ
た
。

ー

「
い
ま
は
む
か
し

の
夢
」

⑥

郷
里

の
土
を
踏

ん
だ
と
た
ん

に
、
ぼ
く

の
口
を
突

い
て
出

た
の
が
沖
縄
方

言
な

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
が
ま
る

で
郷
愁

の
か
た
ま
り
み
た
い
に
胸
か

ら
こ
み

あ
げ

て
来

て
、
「
ハ
イ

ガ

ン
ジ

ュ
ー
ン

ア
テ
ィ
ー
」

と
や

っ
た
の
で
あ

る
。

す

る
と
、
相
手
は

「
は
い
お
か
げ
さ
ま

で
元
気

で
す
」

と
挨
拶
を
返

し
て
来

た

の
で
あ

っ
た
。

ハ
イ

ガ

ン
ジ

ュ
ー
ン

ア
テ
ィ
ー
の
ハ
イ
と
い
う
の
は

"
よ

う
"
と
か

"や
あ
"
と
か

い
う
ほ
ど
の
言
葉

で
、
ガ

ン
ジ

ュ
ー
ン
は
、
元
気

で
、

ア
テ

ィ
ー
は
あ

っ
た
か

で
あ
り
、

つ
ま
り

「
よ
う

御

元
気

で
し
た
か
」
と

い

う
挨
拶

な
の
で
あ

っ
て
、
自
分
と
同
世
代
、
あ
る

い
は
若

い
世
代

に
対

し
て
の

使

い
方

で
あ

る
。

そ
れ

で
こ
の
場
合
は
、
相
手

は
ぼ
く
に
対

し
て

「
ハ
イ
サ
イ

ウ
ガ

ン
ジ

ュ
ー
ン

ア
イ

ミ
ソ
ー
テ
ィ
ー
サ
イ
」

と
敬
語

で
来
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
筈

の
と

こ
ろ
、

日
本
語
流

に

「
は

い

お
か
げ
さ
ま

で
元
気

で
す
」
と

来
ら
れ

た
の
に
は
、
三
十
四
年
分

の
ぼ
く

の
郷
愁

が
、
肩
す

か
し
を
食

っ
た

み

た
い
な
感
じ
な

の
で
あ

っ
た
。

ー

「寄

り
合

い
世
帯

の
島
」

d

ぼ
く

は
、
四
、
五
年
前

に
故
郷

の
沖

縄

に
帰

っ
た
の
だ

が
、
ぼ
く
と
し

て

は
三
十

四
年

ぶ
り
だ

っ
た
。
そ

の
三
十

四
年
ぶ
ん
の
郷
愁

の
な

か
に
、
ぼ
く

は

沖
縄

の
方
言

に
た

い
す
る
特
別

の
感
情

を
抱

い
て
い
た
。
特

に
方
言

に

つ
い
て

郷
愁

を
も

っ
て
い
た
と

い
う

の
は
、

ぼ
く
が
沖
縄
出

身
だ

か
ら
だ

ろ
う
と
思

う
。
(略
)
沖
縄

に
着

い
た
と
き
、
口
を

つ
い

て
出

た
の
が

そ
の
郷
愁

の
か
た
ま

り

の
よ
う
な
方
言

だ

っ
た
.

「
ガ

ン
ジ

ュ
ウ

ン
ア
テ
ィ
」

(ご
丈
夫

で
し
た
か
)

と
、
あ

い
さ

つ
し
た
。

そ
し
た
ら
沖
縄

の
人
が

「
ハ
イ
、
お
か
げ
さ
ま

で
元
気

で
す
」
と
、

ま

っ
す
ぐ
な
日
本
語

で
答

え
た
の
だ
。
ぼ
く
は
郷
愁
を
そ
が
れ
る

よ
う
な
妙

な
気

が
し
た
。

ー

「
消
え
去

っ
た
婦
人
名

」
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⑥

沖
縄
語

で
話

し
か
け
た
と
き
、
彼
女
達

(
「
乙
姫
劇
団
」
の
役
者
た
ち
「
松

下
注
)

は
急

に
眼

を
ま
る
く

し
て
口
を
開
け

て
笑

っ
た
が
、

「
ア
キ

ヨ

ウ
チ

ナ
ー
グ
チ

シ

ッ
チ

ョ
ー
ミ
セ
ー
サ
。
」
と
誰
か
が
言

っ
た
。
お
や
お
や
沖
縄

語

を
知

っ
て
い
ら

っ
し

ゃ
る
。
と

い
う
わ
け
な

の
だ
。
そ
れ

で
彼
女
達

は
ほ

っ
と

し
た
と
言

っ
て
く

つ
ろ
い
だ
が
、

ヤ

マ
ト
グ
チ

(日
本

語
)

は
彼
女
達

に
と

っ

て
苦
手

で
、
本
土
か
ら

の
客
と

の
応
接
が

つ
い
遠
慮

が
ち
に
な

る
と

の
こ
と
な

の
で
あ

っ
た
。

ー

「沖
縄

の
芸
術
地
図
」

琉
球
方
言

の
喪
失

と
そ
れ
に
対
す

る

〈戸
惑

い
〉

が
文
章

の
中
心
部

で
あ

る

と
見
倣
し

て
よ
い
。
仲
程
昌
徳
氏
も
④

の
テ
ク
ス
ト
を
引
用
し

つ
つ
帰
郷
時

の

毅

の
最
大

の
シ

ョ
ッ
ク
は
方
言

の
消
滅

に
接
し
た
と
き
だ

っ
た
と
評
し
、
そ

こ

(13
)

に
か
れ

の

《果

て
な
い
悲

し
み
》
を
見

よ
う
と
し

て
い
た
。
列
記
し
た
文
章

を

通
読
す

る
な
ら
、
た
し
か

に
こ
う
し
た
判
断
は
不
当

で
は
な
い
。

が
、
作
品

の
真
意

は
別

に
あ
る

の
で
は
な

い
か
。

つ
ま
り
、

三
十
年

の
間

に

生
じ

て
い
た
郷
里

の
人

々
と

の

《
溝
》
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
"キ

ョ
リ
"
の
問

題

が
こ
の
作
品

の
最
大

の
テ
ー

マ
で
は
な
い

の
か
、

そ
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る

と

い
う

こ
と
だ
。

言
葉
と
し

て
の
方
言

を
介
し
て
、

ま
た
は
、
言
葉

と
し

て
の
日
本
語
を
介
し

て
、

ヤ

マ
ト
に
生
活

の
拠
点

を
置
き
す

で
に
ヤ

マ
ト
化
さ
れ

て
し
ま

っ
て
い
た

自

身
と
、

も
は
や
そ
の
よ
う
な
目

で
し
か
見

て
く
れ
な

い
沖
縄

で
生

活
し

て
い

る
郷
里

の
人

と
の
歴
然
と

し
た

"
キ

ョ
リ
"
を
ま
さ

に
こ
の
あ

い
さ

つ
の
場

面

で

"実
感
"

し
た
も

の
と
し

て
こ
の
作
品
を
解
釈
し
た

い
と

い
う

こ
と
だ
。

作

品

の
タ

イ

ト
ル

に
即

し

て
意

味
付

け

る
な

ら
、

〈弾

を

浴
び

た
〉

の
は

〈島
〉

そ
の
も

の
で
は
な
く
、
内
な
る
沖
縄
と

い
う

「
幻
想
」

に
過
度

に
寄

り

か
か

っ
て
い
た
お

の
れ
自
身
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
な

の

で
あ
る
。

〈
ハ
イ

ガ

ン
ジ

ュ
ー

ン

ア
テ
ィ
ー
〉
、

あ
る

い
は

八
ガ

ノ
ジ

ュ
ウ

ソ
ア

テ

ィ
〉

と
あ

い
さ

つ
す

れ
ば
、

お

そ
ら

く
普

通

は

〈
ハ
イ

サ
イ

ウ
ガ

ン

ジ

ュ
ー

ン

ア
イ

ミ
ソ
ー
テ
イ
ー
サ
イ
〉

と
応
答

が
帰

っ
て
く

る
と

こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
あ

る
い
は

こ
う
し
た
那
覇

の
言
葉

で
は
な

く
、
も

っ
と
田
舎

の
言
葉

で

〈
カ
ナ
ト
ー
ミ
〉
と
あ
い
さ

つ
す
れ
ば
、
〈
カ

ナ
ト
ー

ン
ド
ウ
〉
と
普
通

は
そ

の

応
答
が
帰

っ
て
来
る
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
そ
れ
を
獲

は
期
待

し
て
い
た
○
だ
が
現
実

に
は
、
〈
は

い
お
か
げ
さ
ま

で
元
気

で
す
〉

と
返

さ
れ

る
。

い
わ
ば
、
共
通
語
と
し

て
の
日
本

語

で
応
対

さ

れ
た
と
き

"実
感
"
し
た
そ
の
同
郷
人
と

の

"心
理
的
な
距
離
感
"
、
そ

こ
に

こ

そ

こ
の
作

品
の
最
大

の
テ
ー

マ
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

た
と
え
返

さ
れ
た
共
通
語
が
d

に
し
め
さ
れ
る
よ
う
に

〈
だ
れ
に
も
直
通

し

て
気

の
お
け
な

い
〉
言
語
と
し

て
出
迎
え

の
人

の
摸

に
対

す
る

一
応

の
敬
意
を

こ
め
た
待
遇
表
現

で
あ

っ
た
と
し

て
も
、

だ
か
ら

こ
そ
そ
こ
に

つ
よ

い

"心
理

的
な
距
離
感
"
を
感
じ
た

こ
と
は
容
易

に
想
像

さ
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

そ
れ
を
し
め
す

の
が
お
そ
ら
く
⑥

の
文
章

で
は
な

い
か
。

こ
の
文
章
は
帰
郷

時

に
沖
縄
芝
居
を
観
劇
し
た
と
き
の
見
聞
記

だ
が
、
劇
団

の
役
者
た
ち
は
摸
を

〈
本
土
か
ら

の
客
〉

と
し
て

〈遠
慮
が
ち
〉

に
見

て
い
る
。
毅
が
彼
女
た
ち

に

方

言

で
話
し
か
け
た
と
き

〈
ア
キ

ョ

ウ
チ
ナ
ー
グ

チ

シ

ッ
チ

ョ
ー
ミ

セ
ー

サ
〉

と
言

っ
て

〈
く

つ
ろ
い
だ
〉

の
は
ま
さ

に
そ
う
し
た
事
情

を
逆

に
明
快

に

語

っ
て
は
い
ま

い
か
。

そ
し
て
こ
の
よ
う

に
考

え
て
見
る
な
ら
、
お
そ
ら
く

「
会
話
」

の
世
界
も

こ

れ
と

ほ
ぼ
近
似
的
な
世
界
を
保
持

し

て
い
た
と
見

て
も
よ
い
。

一
般

に
こ
の
作
品

は
琉
球
人

に
対

す
る
世

間
の
偏
見

が
テ
ー

マ
と
な

っ
て
お

り
、

こ
う
し
た
琉
球
人
差
別
の
偏

見
を

み
ご
と
に
対
社
会
的

に
作
品
化
し
た
も

の
と
し

て
理
解

さ
れ

て
き
た
。
だ
が
、
先
述

し
た
如
く
私

は
こ
の
作
品
を

こ
の
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よ
う
に
は
理
解

し
て
は
い
な

い
。
質
問

さ
れ

る
対
象
は
琉
球
人

で
な
く

て
も

い

い
し
、
誰

だ

っ
て
い
い
か
ら
で
あ
る
。
あ

る
い
は
逆

に
、
質
問
す
る
人
も
あ
る

何
か

に
偏

見
を
も

っ
た
誰

で
も
い
い
か
ら
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
山

之
口
摸

が

こ
の
作
品

で
も

っ
と
も
強
調
せ

ん
と
し
た

の
は

〈
会

話
〉
が

〈会
話
〉
と
し
て
成
立

し
え
な
い
地
点
、

つ
ま
り
、
〈会
話
〉
す
る
相
手

と

の

"心

理
的

な
距
離
感
"
、
言
葉
を
か
え
れ
ば

"
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
不

通
"

こ
そ
が

こ
の
作
品

の
最
大

の
テ
ー

マ
だ

っ
た
と
思
う

の
だ
。

「
会
話
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
を
作
品

の
そ
れ
と
し

て
選
び
取

っ
た
旗

の
真
意

は
お
そ
ら
く
そ

こ
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

二
人

の
間

に
交
わ
さ
れ

る
ど
う
ど

う
め
ぐ
り

の

〈
会
話
〉
は
ま
さ

に
こ
う
し
た

"心
理
的
な
距
離
感
"
を

"実
感
"

と
し

て
認
識
し
た
結
果
だ

っ
た
に
違

い
な
い
。

こ
う
し
た

コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
立

っ
て
、
改

め
て

「
弾
を
浴
び
た
島
」
を
読
ん

で
行

く
な
ら
、

や
は
り
、
あ

い
さ

つ
形
式

を
取

っ
て
い
る
こ

の
作
品

で
躾
が

も

っ
と
も
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
故
郷
を
同

じ
沖
縄

に
も

つ
同
郷
人

と

の

"距
離
感
"
、
そ

こ
に
こ
そ

こ
の
作
品

の
テ
ー

マ
が
あ

っ
た

こ
と
が
理
解
さ

れ

る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
沖
縄

の
は
ざ
ま

で
孤
立

し
停

ん
で
い
る
ヤ

マ
ト
側

に
い
る
人
間

の
も

っ
と
も
典
型
的
な
例
を
は
か
ら
ず
も

「弾

を
浴

び
た
島
」

は
垣
間
見
せ

て

く
れ
た
と

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
。

作
品
最
終
行

の

〈
沖
縄
語
は
上
手

で
す

ね
〉
と

い
う

〈
日
本
語
〉

に
よ

る
こ

の
ダ

メ
押
し
的
な
返
事

は
そ
う
し
た
意
味

で
は
あ

ま
り
に
も
象
徴
的
表
現
と
言

(
14
)

え
る
よ
う

に
も
思

わ
れ
る
。

W

ま
と
め

ヤ

マ
ト
と
沖
縄

の
は
ざ
ま
に
位
置

し
て
、
如
何
な
る

ス
タ
ン
ス
で
故
郷
沖
縄

を
猿

は
見

て
い
た
の
か
、

ま
た
、
沖
縄
か
ら
如
何

に
見
ら
れ

て
い
た

の
か
、
以

上

、
「
会
話
」

「沖
縄

よ
ど
こ

へ
行
く
」
「
不
沈
母
艦
沖
縄
」
「
弾
を
浴
び
た
島
」

を
具
体
的

に
解
読

し

つ
つ
論

じ
て
き

た
。

ま
と
め
て
見
れ
ば
、

よ
り
消
極
的
な
形

で
し
か
摸

は
復
帰
運
動
高
揚
期

に
お

い
て
沖
縄

の
日
本
復
帰

を
う

っ
た
え
る
こ
と
が

で
き

て
い
な

い
と

い
う

こ
と
、

ま
た
、
三
十
四
年

ぶ
り
の
帰
郷
が
、
結
局
、
沖
縄
と
自
身
と

の

"キ

ョ
リ
"
を

ま
す
ま
す
深
め
さ
せ
る

こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
こ
と
、

こ
の
二
点
が
本
稿

の
主

な
結
論
と
な

っ
た
。

そ
し
て
そ
こ
に
人
間
関
係
軸

の
中

で
常

に
対
他

的
な
距
離

感
を
感
じ

て
い
る
獲

の
姿

も
確
認
す

る
こ
と
が

で
き

た
。

猿

と

い
う
と

一
般

に
明
る
く
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
賑
や
か
な
人
と

い
う
印
象

が

つ
よ

い
。

が
、
実
際

は
、
人
間
関
係
軸

の
中

で
常

に
対
他
的
な
距
離
感

を
感

じ
な
が
ら
生
活
し

て
い
た
詩
人

で
は
な
か

っ
た
か
。
「
会
話
」
は
ヤ

マ
ト
側

に
お

け
る
そ
れ
を
、
「沖
縄

よ
ど

こ
へ
行

く
」
「
不
沈
母
艦
沖
縄
」
は

ヤ
マ
ト
と
沖
縄

の
は
ざ
ま

に
お
け
る
そ
れ
を
、

「弾

を
浴
び

た
島
」

は
沖
縄

に
お
け
る
そ
れ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
明
快

に
し
め
し
て
い
た
と
見

て
も

よ
い
。

い
ず
れ
せ
よ
、

ヤ

マ
ト
と

沖
縄

の
は
ざ
ま

で
宙
づ
り
に
さ
れ

て
い
る
ひ
と

り
の
沖
縄
出
身
者

の
姿
が

こ
こ

に
は
明
確

に
浮

か
び
上

が

っ
て
い
る
筈

で
あ

る
。

注

(1
)
〈各
国
へ

『要
請
文
』
決
議

沖
縄
問
題
国
民
総
決
起
大
会
〉
の
記
事
は
当
日
の
具
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体
的
状
況
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
〈「沖
縄
を
守
ろ
う
」
の
か
け

声
で
全
国
民
を
結
ぶ

「
沖
縄
問
題
解
決
国
民
総
決
起
大
会
」
は
薄
曇
り
の
四
日
午

後

一
時
半
す
ぎ
東
京
日
比
谷
公
園
の
野
外
新
音
楽
堂
で
開
か
れ
た
。
自
民
、
社
会

の
両
党
を
は
じ
め
、
労
働
、
青
年
、
文
化
、
宗
教
、
婦
人
、
沖
縄
関
係
な
ど
四
十

余
り
の
団
体
が
政
治
的
立
場
を
越
え
、
沖
縄
問
題
の
解
決
の
た
あ
協
力
し
合

っ
て

開
く
国
民
的
大
集
会
で
あ
る
。
会
場
正
面
に
は

「沖
縄
は
日
本
の
も
の
だ
。
施
政

権
を
と
り
も
ど
そ
う
」
「沖
縄
四
原
則
を
全
国
民
の
力
で
貫
徹
し
よ
う
」
「沖
縄
県

民
を
お
び
や
か
す
プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対
」
「政
府
は
国
民
の
先
頭
に
立
て
」
な
ど
五

つ
の
ス
ロ
!
ガ
ン
が
大
き
く
か
か
げ
ら
れ
、
会
場
は
定
刻
前
か
ら
手
に
手
に
プ
ラ

カ
ー
ド
や
団
体
旗
を
も

っ
て
つ
め
か
け
た
六
千
人
近
く
の
人
の
群
で
埋
ま
っ
た
〉。

(
2
)
思
潮
社
版
全
集
未
収
録
。
詳
細
は
拙
稿

「資
料

山
之
口
填
「

『現
代
詩
』

へ
の

投
稿
作
品
1
」
(「
文
献
探
究
」
三
十
三
号

一
九
九
五
年
三
月
)
参
照
の
こ
と
。

(3
)
『同
化
と
異
化
の
は
ざ
ま
で
』
(
一
九
七
二
年
六
月
潮
出
版
社
)
四
六
ペ
ー
ジ

「日

本
人
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
原
型
」
参
照
。

(4
)
六
月
二
十
八
日
の

「朝
日
新
聞
」
夕
刊
に
は

〈沖
縄
代
表
団
の

一
行

政
府

・
各

党
に
陳
情
〉
〈法
以
前
の
人
道
問
題
だ
〉
と
い
う
見
出
し
で
日
本
政
府
の
立
場
と
考

え
方
を
伝
え
る
根
本
官
房
長
官
の
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〈政
府
と
し
て
は
沖
縄
問
題
に
従
来
か
ら
関
心
を
持

っ
て
い
た
が
、
昨
年
比
嘉
主

席
ら
が
米
下
院
の
軍
事
委
員
会
に
呼
ば
れ
た
際
の
報
告

で
米
国
が
好
意
的
だ
っ
た

と
聞
い
て
い
た
し
、
ま
た
ダ
レ
ス
米
国
務
長
官
が
去
る
三
月
来
日
し
た
と
き
、
政

府
が
小
笠
原
と
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
話
合

っ
た
印
象
で
も
プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
線
は

想
像
出
来
な
か

っ
た
。
し
か
し
過
去
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
沖
縄
問
題
は
同
じ
日

本
民
族
の
基
本
的
人
権
に
関
す
る
人
道
上
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
よ
く
現
地
の
実

情
を
聞
い
た
う
え
で
、
政
府
と
し
て
は
大
所
か
ら
方
策
を
検
討
し
た
い
〉。

(5
)
「会
話
」
に
つ
い
て
管
見
に
入
っ
た
文
献
を
以
下
に
列
記
す
る
。
⑥
以
外
は
主
に
沖

縄
民
衆
の
民
族
的
差
別
感
や
劣
等
感
を
問
題
に
し
て
い
る
。
①
草
野
心
平

「
詩
の

鑑
賞
」
(『
現
代
詩
鑑
賞
講
座

3
』
創
元
社

一
九
五
〇
年
六
月
)
②
藤
島
宇
内

「
う

む
ま
あ
木
の
背
景
」
(「歴
程
」
67
号

一
九
五
八
年

一
○
月
号
)
③
比
嘉
春
潮

・
霜

多
正
次

・
新
里
恵
二

『沖
縄
』
(岩
波
書
店

一
九
六
三
年

一
月
)
④
伊
藤
信
吉

「山

之

口
嚢

の
詩
-

一
枚

の
干
物
」

(「現
代
詩
手
帳
」

一
九
六
三
年
九
月
号
)
⑤
辻
淳

「
漂
白

の
詩
人

山
之

口
毅

の
世
界
」

(「り

い
ぶ
る
」

一
九
六
六
年
五
月
)
⑥

岡

本
恵
徳

「苦
悶

の
肖
像
」
(「琉
大
文
学
」

一
九
六
六
年

一
二
月
)
⑦
大
田
昌
秀

『沖

縄

の
民

衆
意
識
』

(弘
文
堂
新
社

一
九
六
七
年
八
月
)
⑧
伊
藤
信
吉

「山
之

口
狼
」

(『現
代
詩
鑑
賞
講
座

8
』
角
川
書
店

一
九
六
九
年
七
月
)
⑨
仲
程
昌
徳

『山
之

口
躾

詩
と

そ
の
軌
跡
』
(法
政
大
学
出
版
局

一
九
七
五
年
九
月
)
⑩
城
侑

・
滝

い

く
子

「対
談

山
之

口
狼
を
ど
う
読

む
か
」
(「詩
人
会
議
」

一
九
八
○
年
四
月

号
)

⑪
三
浦
健
治

「『
思
弁

の
苑
』

ノ
リ
ト
」
(
「詩
人
会
議

」

一
九
八
○
年
四
月
号
)
⑫

竹
内
清
己

「山
之

口
毅
論
」

(「解

釈
と
鑑

賞
」

一
九
八

二
年
八
月
)
。

(
6
)
作
品

の
執
筆
動
機
等
に

つ
い
て
は
以
下

の
文
章

に
詳
し

い
。
①

「天
国

ビ
ル
の
斎

藤
さ
ん
」

(「
中
央
公
論
」

〕
九

三
九
年

】
月
号
)
②

「
ス
フ
に
就

い
て
」

(「
都
新

聞
」

一
九
四

一
年

三
月
二
日
号
)
③

「自
作
解
説

会
話
」

(「現
代
詩
」

一
九
五

五
年
五
月
号
)
④

「沖
縄
悲
歌
」

(「新
潮
」

一
九
五
六
年

一
一
月
号
)

⑤

「
ぼ
く

の
半
生

記
」

(「沖
縄

タ
イ
ム
ス
」

一
九
五
八
年

一
一
月
二
五
日
号
「

.
二
月

一
四

日
号
)
⑥

「私

の
青
年

時
代
」
(「
社
会
人
」

{
九
六
三
年

四
月

号
)。
③

は
思
潮
社

版
全
集
未
収
録
。
詳
細

は
拙
稿

「資
料

山
之

口
裟
1

『
現
代
詩
』

へ
の
投
稿
作

品
ー
」

(「文
献
探
究
」
三
十
三
号

「
九
九
五
年

一.耳

)
参

照
の
こ
と
。

(
7
)
岡
本
恵
徳

「苦
悶

の
肖
像
」
(「
琉
大
文
学
」

一
九
六
六
年

一
二
月
[
▽
『現
代
沖
縄

の
文
学
と
思
想
』

一
九
八

一
年
七
月
沖
縄

タ
イ
ム

ス
社
再
録
)。

(
8
)
「自
作
解
説

会
話

」
(「現
代
詩
」

一
九
五
五
年
五
月
号
)
に
は

〈
こ
の
詩

は
、
郷

里

の
沖
縄
を
出
て
か
ら
、
六

年
目
あ

た
り
の
昭
和
五
年
ご

ろ
の
作
品

で
あ
る
〉
と

記
さ
れ

て
い
る
。
注

(1
)

の
拙
稿
参
照

の
こ
と
。

(9
)
藤
島

宇
内

「
う
む
ま
あ
木

の
背
景
」

(「歴
程
」
67
号

一
九
五
八
年

一
〇
月
号
)
。

(10
)

詳
細

は
拙
稿

「資
料

山
之

口
猿
ー
火
野
葦
平
作

『
戯
曲

ち
ぎ
ら
れ
た
縄
』

パ

ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
作
品
」

(「文
献
探
究
」

二
十
七
号

一
九
九

一
年
三
月
)
参

照

の

こ
と

。

(11
)
私
見

を
補
強
す

る
意
味

で
評
論

「
沖
縄
よ
ど

こ
へ
行

く
」

(「政
界
往
来
」

一
九
六

二
年
九
月
号
)
か
ら
以
下
の
文
章

を
引

用
し

て
お
き

た
い
。

こ
こ
に
は
帰
郷
時
ま

で

「観
念
的
」
に
し
か
沖
縄
を
と
ら
え

て
い
な
か

っ
た

こ
と
が

の
べ
ら
れ

て
い
る
。
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〈三
十
四
年

ぶ
り
の
帰
省
と
は
言

っ
て
も
、
沖
縄

の
変
り
方
は
、
日
本

の
敗
戦
を

抜
き
に
し

て
は
、

到
底
考

え
ら
れ
な

い
変

り
方

で
あ

る
こ
と

に
、
お
ど
ろ
か
な

い

で
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。

そ
れ
ま

で
の
ぼ
く

は
、
新
聞
や
雑
誌

の
上

で
、
敗
戦
後

の
沖
縄

を
観
念
的

に
知

っ
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
知

っ
て
い
た
と

い
う
よ
り
は
想
像

し
て
い
た
に
す
ぎ
な

か

っ
た
し
、
た
ま

に
は
沖
縄
か
ら
上
京
し
た
人

の
話
を
通
じ

て
、
沖
縄

の
変
貌

の
様
子
を
知

っ
た

つ
も
り
な

の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
も
知

っ
た

感

じ
が
し
た
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ

っ
て
、

そ
の
変
り
方
は
沖
縄
生
れ

の
ぼ
く
を
、

は
な
か
ら
戸
惑

い
さ
せ
た
ほ
ど
、
根

こ
そ
ぎ

に
変

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
〉
。

(12
)
d
～
⑥

の
文
章

と

一
部
重

な
る
が
以
下

の
文
章
を
参
照
さ
れ
た

い
。
「
む
か
し
の
沖

縄

い
ま
の
沖
縄
」

(「琉
球
新
報
」

一
九
五
九
年
三
月

一
四
日
号
)
「石
垣
島
紀
行
」

(
「毎
日
新

聞
」

一
九
五
九
年

三
月

二
九

日
号
)
「沖

縄
は
わ
が
故

郷
」

(「小
学

4

年
生
」

一
九
五
九
年
六
月
号
)
「沖

縄
の
芸
術
地
図
」
(「芸
術
新
潮
」

一
九

五
九
年

八
月
号
)
「白

・
黒
の
精
進
あ
げ
」

(「大
法
輪
」

一
九
六
〇
年

一
月
号
)
「
い
ま

は

む
か
し

の
夢
」
(「
産
経
新
聞
」

一
九
六

一
年

=

月

五
日
号
)
「
お
き
な
わ

や
ま
と

ぐ
ち
」

(「朝

日
新
聞
」

一
九
六

二
年
三
月
三
〇

日
号
)

「
寄
り
合

い
世
帯

の
島
」

(「友
愛
」

一
九
六

二
年
八
月
号
)
「
沖
縄
よ
ど
こ

へ
行

く
」

(「政
界
往
来
」

一
九

六
二
年
九
月
号
)
「消

え
去

っ
た
婦
人
名
」

(「太
陽
」

一
九
六
三
年
九
月

号
)。

(
13
)

仲
程
昌
徳

『山
之

口
躾

詩
と
そ

の
軌
跡
』

(法
政
大
学
出
版
局

一
九
七
五
年
九

月
)
二
二
六

ペ
ー
ジ
参
照
。

(14
)

こ
れ
に

つ
い

て
は
牧
港
篤

三

「山
之

口
躾

と
泊
港
」

(『幻
想

の
街

・
那
覇
』
新
宿

書
房

一
九
八
六
年

十

一
月
)

も
参

照
さ
れ
た
い
。
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〔付

記
〕
本
稿

は
昨
年

の
六
月
十

二
日
に
早
稲
田
大
学

で
開
か
れ
た
日
本
社

会

文

学
会
春

季
大
会

で
口
頭
発
表

し
た
資
料

を
も
と

に
書

き
上
げ

た
も

の
で
あ

る
。

ま
た
、
「
『
沖
縄

よ
ど

こ

へ
行
く
』
論
ー
山
之

口
毅
と
沖
縄

①
=
」

(
「筑
紫

国
文
」
十
六
号

一
九
九
三
年
六
月
)
「
許
南
膿

の
朝
鮮

・
山
之

口
躾

の
沖
縄
ー
傍

観
者

の
ま
な
ざ
し
「
」

(「
叙
説
」

十

一
号

一
九
九
五
年

一
月
)

の
総
括
稿

に
も

当
た
る
。
内
容

に

一
部

の
重
複
が
あ
る

こ
と
を
諒
解

さ
れ

た
い
。


